




                       令　和　5　年　　火　災　・　救　急　概　況                      　　　　　　　　　                     　                 　　　　　　　

＊　死者数欄( )内の数値は、放火自殺者の内数

※本年数値は速報のため，変更することがあります。また、表は前年同時期との比較です。
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32120 △ 2 8,019 7,698
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鶴　 　見 54 52 2 19,146 18,193 953

保土ケ谷

旭 46 40 6 16,502 16,039 463

神 奈 川 43 41 2 15,680 15,247 433

港     南

西 38 34 4 10,749 10,039 710

南 47 28 19 15,877 15,269 608

53 35 18,761 17,591 1,170中 88

３　行政区別火災・救急状況
  　　　 　年 別
 区 分

火　　災 救　　急
令和5年 令和4年 増△減 令和5年 令和4年 増△減

交通事故 9,134 8,987 147

2
救
急
種
別

急　　　病 181,887 174,178 7,709
一般負傷 44,754 42,786 1,968

そ　の　他 18,861 18,135 726
合　　　計 47

救急出場件数  （件） 254,636 244,086 10,550
六ツ川大池地区連合自治会

南永田・山王台連合町内会
死   者   数  （人） 15 (1) 14

電気機器 5

第六分団

火 災 件 数  （件） 733 639 94 別 所 地 区 連 合 町 内 会 3

(2) 1
負 傷 者 数  （人） 117 88 29

焼損床面積  （㎡） 9,214 4,721 4,493

六 ツ 川 地 区 連 合 自 治 会 2

1

区分　＼　年別 令和5年 令和4年 増△減 1

本大岡地区町内会連合会 9
そ　の　他 930 1,006 △ 76

２　横浜市火災・救急状況
大 岡 地 区 連 合 町 内 会

救
急
種
別

こんろ 7 3 4

2,744 2,574 170
交通事故 470 486 △ 16

急　　　病 11,733 11,203 530
一般負傷

救急出場件数 15,877 15,269 608

配線器具 5 3 2

8 6

2 3
井土ケ谷地区連合町内会 2

2
堀 ノ 内 睦 町 連 合 町 内 会 3

4
  焼損床面積  (㎡) 438 112 326

蒔 田 連 合 町 内 会 2

第三分団

  死         者  (人) 2 0 2
  負   傷   者  (人) 10 6 4

お三の宮地区連合町内会 4
主
な
火
災
原
因

放火（疑い含む） 9 6 3
たばこ

林      野 0 0 0

第二分団
船      舶 0 0 0
航  空  機 0 0 0

中 村 地 区 連 合 町 内 会

車      両 5 0 5
寿 東 部 連 合 町 内 会 5

3
そ　の　他 9 5

１　南区火災・救急状況 ４　連合町内会・受持消防団別火災件数

受   持
消防団

   火  災  件  数 47 28 19 太 田 東 部 連 合 町 内 会 1
第一分団

火
災
種
別

区分　＼　年別 令和5年 令和4年 増△減 連合町内会名
火災
件数

建      物 33 23 10
太 田 地 区 町 内 連 合 会 4

第五分団

第四分団

2

連 合 未 加 入 自 治 会 、 そ の 他 1
第一～六分

団

南　消　防　署
１月１日 ～ 12月31 日

北 永 田 地 区 連 合 町 内 会 2

永田みなみ台連合自治会 0

裏面あり



 

～南区消防出初式を行いました～ 

 
 

住宅火災を防ぎましょう 

 
 

発行者：南消防署 

日 時：令和６年１月５日(金） 
内 容： 年頭にあたり、南区総合庁舎において南区消防出初式が行われました。第一部では、防

火防災に尽力した方の功労と功績を称え表彰式典が行われました。第二部では、伝統芸能
や消防団声楽隊による演奏が披露されました。第三部では、車両展示やはしご車搭乗体験、
救助演技や消防団資機材展示などが行われ防災意識を高める体験コーナーを設けました。 

     南消防署では、本年も区民の皆様が身近に安全・安心を実感できるよう、学び、楽しめ
る場を提供していきます。 

★式典の様子（第一部） ★消防団声楽隊（第二部） 

４つの習慣 

① 寝たばこは絶対にしない、させない 
② ストーブの周りに燃えやすいものを置かない 
③ こんろを使うときは火のそばを離れない 
④ コンセントはほこりを清掃し、 

不必要なプラグは抜く 

住宅火災の出火原因は「こんろ」「たばこ」「電気機器」が上位となっています。 

そこで命を守るためにも４つのことを習慣化させ、火災を防ぎましょう！ 

 

住宅火災を早期発見し、火災による被害を軽減するために、 
住宅用火災警報器を設置しましょう！ 

★救助演技（第三部） 







 お問合せ　南区役所地域振興課　☎０４５－３４１－１２３５

区内の商店街が一堂に集結し、商店街の逸品やお買い得品の買い物を楽しめる

「商店街朝市」を、みなっちスポーツフェスタと同時開催します。

南区区連会承認第53号 掲示期間：令和６年２月11日まで

日時 ２月11日(日)10時～13時

場所 横浜市大岡健康プラザ（南区大岡１－14ー１）

みなっちスポーツフェスタと同時開催

商店街朝市

大岡健康プラザ会場

正面入口

大岡健康プラザ

販売品目（予定）

手作り惣菜、焼きそば

各種ベトナム料理

手焼き煎餅、名物和菓子

絶品あんぱん

カレーライス

野菜、果物

リサイクルバザー

会場図 案内図



 

自治会町内会館脱炭素化推進事業について【概要説明】 

 
１ 事業の趣旨 

  脱炭素社会の実現に向け、地域の皆さまとともに温室効果ガスの削減に取り組んでいく

ため、地域活動の拠点である自治会町内会館への省エネ設備の導入費用補助制度を新設し

ます。 
全ての補助メニューについて、補助率 2/3 で実施しますので、この機会に是非導入をご検

討ください。（２月市連会・区連会で詳細をお伝えします。） 
 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で単位会長の皆様に情報提供をお願いします。 

【単位会長】定例会等で情報提供の上、是非導入をご検討ください。 
 

３ 補助概要 

 

 

 

 

 

 

 

 ※いずれかの実施も可（ただし、蓄電池は太陽光発電設備との併用に限る）。 

補助上限額は、合算上限額 

 

４ 対象団体 

  自治会町内会館を所有する団体 

５ 申請期間 

  令和６年３月１日～令和６年９月 30日（予定） 

 

６ 留意事項 

  設備導入後、普及啓発の場として会館を使用させていただくことがあります。 

 

 
 
 

補助メニュー 補助率 補助上限額 製品要件等 

照明の LED化  ２／３ 60万円 

検討中 

（２月市連会・区連会で、 

改めてお知らせいたします） 

省エネエアコン導入 ２／３ 130 万円 

窓等の断熱化 

太陽光発電設備導入 

蓄電池導入    ※ 

２／３ 200 万円 

区連会１月定例会説明資料 
令 和 ６ 年 １ 月 1 9 日 
市 民 局 地 域 活 動 推 進 課 

市民局地域支援部地域活動推進課 
担当 川口、江口 
電話 045-671-2317 /FAX 045-664-0734 
Eメール  sh-chiikikatsudo@city.yokohama.jp 



自治会町内会長 各位 

南区福祉保健課長 鳥居 俊明 

福祉と保健の困りごと対応帳の御活用について（依頼） 

時下 ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

日頃より、南区の福祉と保健に係る様々な活動等の推進に御理解と御協力を賜り、心より御

礼申し上げます。 

南区では、高齢者や子ども、障害者、生活困窮に関する個別相談について、問題が複雑化し 

てから発見されることが多い状況があります。 

 一方、地域で活動されている皆様が積極的に困りごとを抱えた人に関わり、相談につないで 

いただく事例が多いことも南区の特色です。 

この度、第４期南区地域福祉保健計画に掲げる「目標１－２見守り・早期発見の仕組みづく 

りの構築」を推進するにあたり、関係機関同士が連携しながら進めていく「早期発見・見守り 

の仕組みづくりプロジェクト」にて、福祉と保健の困りごと対応帳を作成いたしました。 

皆様におかれましては、地域の中で御活用いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

１ 活用方法 

  福祉と保健の困りごと対応帳中、「このパンフレットの使い方」頁のとおり。 

なお、福祉と保健の困りごと対応帳は、今回地域で活動されている方（※）に配布して  

おります。地域に困りごとを抱えた方がいらっしゃいましたら、福祉と保健の困りごと対 

応帳に掲載されている相談窓口をぜひご案内いただき、早期発見・見守りに御協力いただき 

ますよう、お願いいたします。 

２ その他 

  追加配付依頼は、下記担当まで御連絡いただければ対応させていただきます。 

  また、福祉と保健の困りごと対応帳については、区ホームページにも掲載しましたので、  

必要に応じてデータダウンロード等いただくこともできます。 

早期発見・見守りの仕組みづくりプロジェクト 

（南区福祉保健センター、南区社会福祉協議会、区内地域ケアプラザ） 

福祉保健課事業企画担当 藤崎 電話：341-1184 

（※）地域で活動されている方（今回配布対象）とは 
こどもや高齢者等を対象とするサロンの活動者、健康づくり活動等の活動者、民生委員・児童委員、主

任児童委員、自治会町内会役員、地区社会福祉協議会等の地域役員、地域の保健医療福祉施設で活動して
いるボランティア、ボランティア活動者等 

区連会１月定例会資 料 

令 和 ６ 年 １ 月 1 9 日 

南 区 福 祉 保 健 課 



1

3

2

4

第4期南区地域福祉保健計画プロジェクトチーム
（事務局：南区役所 福祉保健課事業企画担当）　　 341-1183 　 341-1189

悩みや困りごとを抱えた人の背中をそっと押してください

お近くの福祉保健の相談窓口（お住まいの地域によって相談先が異なります）

その他の困りごとに応じた専門相談窓口

区役所などの福祉保健の相談窓口

このパンフレットの使い方

　生活していく中で、悩みや困りごとは起きてしまうものです。しかし、誰にも相談できず、
抱え込んでしまうと徐々に深刻になり、自分らしく生活することが難しくなる人もいます。
　日ごろから、地域で皆さんがされている声かけや見守りは、そのような人が相談窓口
につながるきっかけとなります。
　皆さんが周囲の人の変化に気づいたとき、困りごとに応じた相談窓口を紹介できる
よう、よくある困りごとや相談窓口をまとめました。日頃の活動にご活用ください。

　「困っている」という言葉があっても、困りごとがハッキリとしない…。複数の困りごとが重なって
おり、どの窓口を案内してよいのか分からない…。ということも想定されます。
　話を聞いた皆さんがひとりで頑張らず、区役所や地域ケアプラザ等に声をかけてください。私たち
も関係部署・関係機関と連携し、相談をつないでいきます。

井土ケ谷上町、井土ケ谷中町、井土ケ谷下町、大岡1・2丁目、
大橋町、弘明寺町、通町、中島町、若宮町、中里町

庚台、清水ケ丘、白金町、西中町、伏見町、
前里町、三春台、南太田１～４丁目

　地域ケアプラザでは高齢者、子育て、障害児・者等の相談を幅広くお受けし、必要なサービスや相談窓口につなぎます。

永田北１～３丁目、永田台、永田東１～３丁目、
永田山王台、永田南１・２丁目、永田みなみ台

中里４丁目、別所中里台、別所６・７丁目、六ツ川１～４丁目

山王町、新川町、高砂町、日枝町、二葉町、南吉田町、
吉野町、浦舟町、永楽町、白妙町、高根町、万世町、真金町

榎町、共進町、宿町、花之木町、東蒔田町、
蒔田町、宮元町、堀ノ内町、睦町

大岡３～５丁目、中里１～３丁目、別所１～５丁目

南区役所 高齢・障害支援課
高齢者支援担当　

横浜市中央児童相談所
相談受付時間：月～金 8時45分～17時（祝日を除く）

よこはま子ども虐待ホットライン
相談受付時間：24時間対応

南区基幹相談支援センター（身体・知的・精神）
（地域活動ホームどんとこい・みなみ）
相談受付時間：8時30分～17時（平日のみ）

南区生活支援センターサザンウインド（精神）
問合せ時間：月～金 9時～20時
　　　　　 土曜 9時～17時（日曜休館）

南区役所 高齢・障害支援課
障害者支援担当

南区役所 こども家庭支援課
（南区こども家庭相談）

南区役所 生活支援課

南区役所 福祉保健課

南区社会福祉協議会

中村町、唐沢、山谷、平楽、八幡町

地域で活動されている皆さんから
私たちにご相談ください。
一緒に対応を考えましょう

〜地域で活動をされている皆さんへ〜

悩みや困りごとを
抱えていそうな人に気づく

大岡地域ケアプラザ
大岡１-14-１

清水ケ丘地域ケアプラザ
清水ケ丘49

永田地域ケアプラザ
永田南２-16-31

六ツ川地域ケアプラザ
六ツ川２-３-211

浦舟地域ケアプラザ
浦舟町３-46

中村地域ケアプラザ
中村町２-120-３

睦地域ケアプラザ
睦町１-31-１

別所地域ケアプラザ
別所１-７-23

「どうしたの？」と声をかける

このパンフレットに記載された
相談窓口を伝える

本人による相談が難しい場合は区役所や
地域ケアプラザへ対応方法を相談する

いつもと

様子が違うな、

気になるな…

相談窓口があるので、

抱え込まないで

相談してみたらどう？

そうですね、

相談してみます

困っては

いない！
相談になんて

行きたくない！
どうしよう、

心配だ・・・

元気がなさそうよ、

何かあったの？ そうなんです、

実は…

711-8581
743-6104

253-0147
253-0146
711-8612
711-8614
716-0682
716-0685

261-3318
264-1238
260-5101
260-5102

341-1139
341-1144

260-6510

341-1152

0120-805-240

264-2866
264-2966

671-4275

865-2040

752-8400

251-3991

341-1141
341-1144

341-1153
341-1145

341-1207
341-1219

341-1181
341-1189

260-2531
251-3264

730-5080
711-0012
714-2215
716-3885

【相談できる時間】　■月曜日～土曜日：9時～18時　■日曜日、祝日：９時～17時

地域ケアプラザ名

相談内容

相談内容

所  属

所  属

電話・FAX番号

電話・FAX番号

電話・FAX番号 担当地区

高齢者・介護に関すること

障害者に関すること

子育てに関すること

生活（仕事、お金、今後の生活など）の
困りごとに関すること

民生委員・児童委員の活動に関すること

地域福祉活動や
ボランティア活動に関すること

子どもを
「虐待しているかも…」

と思ったら

障害に関すること

南区女性相談
相談受付時間：月～金 8時45分～17時（祝日を除く）

横浜市DV相談支援センター（性別問わず）
相談受付時間：月～金 9時30分～16時30分（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　  月～金 9時30分～20時、土・日・祝日 9時30分～16時
　　　　　　  （第４木曜・年末年始を除く）

ひきこもり相談専用ダイヤル
相談受付時間：月～金 9時～17時
（12時～13時を除く。祝日・年末年始を除く）

ひきこもりに関すること

ＤＶについての悩み

福祉と保健の

りごと対応帳困

発行日：令和５年12月

はぁ…
…元気が
ない

地域で活動をされている皆さんへ 南区版

南区マスコット
キャラクター みなっち



カバさん…

どうしたの？

サルさん
おはよう！

どうしたの
かなぁ…

ヤギさん
最近見かけ
ないね…

…おはよう

あの子、泣いて

いるみたい…

さっきと同じことをまた話してる…

？？

？

？?
?

??

?

以前と比べてあいさつや声かけをしても、
声に元気がないな・・・

あの人最近外出する姿を見かけることが
減ったけど、どうしたのかな？

家の中をちらっと見たけれど、
大きなゴミ袋がいくつも置かれていたな…

怒鳴り声や泣き声のような声が
聞こえたけど、何かあったのかな？

最近、外見が以前と違ってきた気がするな…
（衣服の清潔感がない、ヒゲや爪が伸びっぱなしになっている、
季節に合った服装をしていない、など）

会話のつじつまが合わないな・・・
同じ話を何度も繰り返しているな・・・

子どものいる家庭の場合、養育者が育児について悩んでいるかも。

家族の介護に悩んでいるかも。

仕事を辞めるなどして生活が不安定になり、今後について悩んでいるかも。

家族がひきこもりの状況にあり、不安で悩んでいるかも。

●

　 ● 　 ●

　 ● ● 

　 ● ● 

　 　 　 ●

　 ●　

　 ● ●

● ● ● ●

高齢者の場合、身体機能が低下し、買い物などの外出ができなくなっているかも。

気持ちが落ち込んだり、不安定になり、どうしたらよいのか分からなくなったりしているかも。

仕事を辞めるなどして生活が不安定になり、今後について悩んでいるかも。

体調不良で買い物などに行けない状態になり、未成年の子どもなどの家族が代わりに担っているかも。

●妊娠期から思春期・18歳までの子育て、
　家庭のことについて相談したいとき

● 南区こども家庭相談（南区役所こども家庭支援課）
● 横浜市中央児童相談所
● よこはま子ども虐待ホットライン

●こころの健康について相談したいとき
●障害者（知的・身体・精神）の福祉保健について相談したいとき
●難病の福祉保健について相談したいとき

●生活に変化があり、家計が不安定になって
　相談したいとき
●お金のやりくり、働くことの不安、
　これからの生活が心配で相談したいとき
●家族の仕事や生活が心配で相談したいとき

● 南区役所 高齢・障害支援課 障害者支援担当
● 南区基幹相談支援センター
  （地域活動ホームどんとこい・みなみ）
● 南区生活支援センターサザンウインド

● 南区役所 生活支援課

●高齢者の健康・生活について相談したいとき
●介護をしている家族について相談したいとき

● 南区役所 高齢・障害支援課 高齢者支援担当
● お近くの地域ケアプラザ

※認知機能や身体機能の低下については、
　かかりつけ医への相談もご検討ください。

　 　 　 ●

　 ● ●

高齢者の場合、認知機能や身体機能が低下しているかも。

気持ちが落ち込んだり、生活が不安定になり、どうしたらよいのか分からなくなっているかも。

● ●
　 ●　  ●
　 ● ●
　 　 　 ●
●

子どものいる家庭の場合、養育者が育児の不安やストレスを抱えているのかも。
家族の介護に疲れているかも。
気持ちが落ち込んだり、生活が不安定になったりしているかも。
高齢者の場合、認知機能が低下しているのかも。
家庭内でパートナーからのＤＶ（配偶者暴力）があるかも。

　 　 　 ●
　 ● ●
● ● ● ●

高齢者の場合、認知機能や身体機能が低下しているかも。
気持ちが落ち込んだり、生活が不安定になったりしているかも。
子ども、高齢者、障害者等に対する、家庭での養育や介護が不十分なのかも。

　 　 　 ●

　 ● ●

高齢者の場合、認知機能が低下しているかも。

気持ちが不安定になり、どうしたらよいのか分からなくなったりしているかも。

悩みや困りごとを抱えているかもしれない人に「相談窓口がありますよ」とお伝えください。
声かけが難しそうな場合や対応に悩む場合は、区役所や地域ケアプラザ等相談窓口にご相談ください。

周囲の気づきをご本人に直接指摘してしまうと気分を害してしまう場合もありますので、ご本人に寄り添った対応を心がけてください。

「あれ？ どうしたのかな？」
外見から分かる気づきのポイント

こんな悩みや困りごとを
抱えているのかもしれません

「この窓口で相談できますよ」とお伝えください
電話番号等は、パンフレットの裏面をご覧ください。
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災害時要援護者支援に関する取組について 

 自治会・町内会をはじめとする地域の皆様には、日頃から災害時要援護者支援の取組にご理

解・ご協力をいただきありがとうございます。 

名簿の提供及び説明会（ご近助講座）について、ご案内させていただきます。 

1 災害時要援護者名簿の提供について 

令和５年度の災害時要援護者名簿について、お渡し方法及び提供時期を次のとおりお知らせ

します。 

（１）名簿お渡し時期（郵送・書留）

令和６年１月下旬

（２）名簿お渡し方法について

協定締結済の自治会町内会長宛て書留にて郵送させていただきます。

（３）要援護者の居所を示した地図及び支援物品のご提供について

要援護者の居所を記した地図、要援護者の人数分の支援物品（アルミブランケット）につ

いては、配付のご希望のあった団体に別途、ご提供させていただきます。（3月中旬予定） 

（４）旧名簿及び要援護者の居所を示した地図のご返却について

昨年度の区作成災害時要援護者名簿を受け取った自治会町内会は、旧名簿及び地図を回収

いたしますので、お手数ですが、２月頃の各地区連合会議の場で、地区担当職員にご返却い

ただくか、区役所（４階福祉保健課窓口）までご持参いただきますよう、お願いします。 

２ 講演会・全体説明会について 

１月 26 日に、災害時要援護者支援の専門家である田園調布学園大学の村井祐一先生による

講演会を開催します。当日でも参加可能です。（別添資料） 

また、８月 28 日には、名簿受領の手続、個人情報の取扱い、地域の取組事例の紹介（第２

牡丹苑自治会様）を内容とする全体説明会を実施しました。 

説明会の資料については、南区ホームページ（下記アドレス）に掲載しています。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/minami/kurashi/fukushi_kaigo/chiikifukushi/saigai- 

shien/120018.html 

区 連 会 １ 月 定 例 会 資 料 

令 和 ６ 年 １ 月 1 9 日 

総務課／福祉保健課／高齢・障害支援課 

物品 
各自治会 

・町内会

１月下旬送付 新名簿 

新地図 

区にご返却 

３月中旬送付 

旧名簿 旧地図 

南区役所 

(福祉保健課) 



 

３ アンケート結果について 

  ６月にご依頼しました災害時要援護者支援の取組みに関するアンケートについてはご協力を 

 いただきありがとうございました。その結果を取りまとめましたので、ご報告いたします。 

 

    

（１）支援の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）支援を実施する上での課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）区役所へのご意見等 

  〇災害時要援護者に訪問する際に簡単な案内書等があると助かる。 

  〇名簿の後に支援物品が届くので二度手間になる。 

  〇要援護者のところに挨拶に行くと「支援はいらない」「何のこと」などといわれてしまう。 

  〇災害の備えについて区からもっと周知してほしい。いざという時に助け合う心掛けが大切。 

  〇今年から会長になり、制度やどのように取り組むのかよく分からない。 

  〇外国人やマンションが増加し、災害時の共助や町内会活動にどう参加してもらうかが課題。 

全体の約８割が何らかの取組を実施しています。 

発災時の支援、担い手不足、未加入者への対応、個人情報の取扱い等について、
多くの地域が課題と感じています。 

【問合せ先】災害時の自助・共助に関すること           総務課  341-1225 
      災害時要援護者支援の地域の取組支援に関すること  福祉保健課  341-1181 
      災害時要援護者名簿に関すること          高齢・障害支援課 341-1136 

【回答いただいた自治会町内会数：協定締結団体１６４団体中８４団体（５４％）】 



災害時、被害を減らすために最も重要なのは普段からの備え（自助）と、隣近所での助け合

い（共助）です。災害時に自力で避難が困難な高齢者や障害ある方等（要援護者）を支援する

ために、南区では、地域と連携して顔の見える関係づくりに取り組んでいますが、災害時要援

護者名簿を活用した具体的な支援の進め方や、個人情報の取扱い、担い手の確保等について悩

んでいるという地域の声も多く聞かれます。 

そんなお悩みのヒントになる講演会を実施します。 

 

 

『横浜市電子申請・届出サービス』またはお電話にてお申込みをお願いします。 

『横浜市電子申請・届出サービス』の場合は、【災害時要援護者支援】と検索いただくか、 

下記【二次元コード】よりアクセスいただき、必要事項を入力のうえ、お申込みください。 

申請期限 令和６年１月 16 日（火）まで 

◎定員超過の場合は抽選になります。抽選にはずれた場合のみ、前日までにご連絡いたします。 

南区災害時要援護者支援 3 課プロジェクト(総務課、福祉保健課、高齢・障害支援課) 

要援護者支援・講演会について TEL341-1137 【高齢・障害支援課】 

申込について TEL341-1225 【総務課】 

◆ 対象者 ◆

災害時要援護者支援の取組みを行っている、または、これから取組みをはじめようとしている

自治会町内会の方【定員 60 人】

田園調布学園大学人間福祉学部社会福祉学科教授 

博士（工学） 村井 祐一 氏

対 象 者 

講 師 

申 込 方 法 

社会福祉領域を基盤とした情報活用技術（福祉情報マネジメント）

に関する研究と実践に取り組まれ、地域の見守り、連携・協働の仕組

みづくり、個人情報の適切な利用と保護などをテーマに各地で講演活

動をされているほか、横浜市においても、各区の地域福祉保健計画策

定・推進委員を務められるなどのご活躍をされています。 

事前のお申込みがない方もご参加いただけます
 

直接会場にお越しください。 











No. 号

団体名
様

日ごろから、横浜市広報行政にご協力いただき、誠にありがとうございます。

１　広報紙配布謝金 =＠17円×○部＋＠21円×○部

※口座番号の下３桁は省略しています

（参考）算出根拠 （単位：部）

※１部あたりの単価 ･･･広報よこはま９円＋県のたより８円＝１７円
･･･広報よこはま９円＋県のたより８円

＋ヨコハマ議会だより４円＝２１円

２　配布部数の確認

上記配布部数及び配布金額等をご確認いただき、修正の有無にかかわらず、同封の郵便は
がき「広報よこはま南区版等 配布部数報告書」を記入のうえ、下記担当へ令和６年２
月15日（必着）までに、必ずご報告いただきますようお願いいたします。なお、上記期限ま
でにご報告がない場合は、部数の変更はないものとさせていただきます。

１０、１２、１、３月

１１、２月(網掛の月)

１１、２月
(網掛の
月)の計

3月
１０、１２、
１、３月の

計2紙

○○○○

2月 下半期
計

3紙

○○銀行 ○○支店 普通

対象月
配布団体名

10月 11月 12月 1月

3紙 2紙 2紙2紙

担当：南区区政推進課広報相談係　長友・河田
E-mail：mn-kouhou@city.yokohama.jp
TEL : ０４５－３４１－１１１２
FAX : ０４５－３４１－１２４１

○○ 南政第 954
令 和 6 年 1 月 19 日

　南区区政推進課長　髙村　倫未　

**** ***

令和５年度下半期広報紙配布謝金の振込みについて（通知）

　さて、令和５年度下半期広報紙配布謝金を令和６年３月末日までに、指定口座へ振り込ませて

いただく予定です。

　貴団体におかれましては、下記内容をご確認のうえ、同封の郵便はがき「広報よこはま南区版

等 配布部数報告書」を記入いただき、ご返送くださいますようお願いいたします。

○○○円

金融機関名 支店名 口座種別 口座番号 受取人名広報配布謝金は、地域活動推進や地域防犯灯維持管理費補助金申請などのため

南区地域振興課へご提出いただいた口座振替依頼書に記載の口座へ振り込みます。

※上半期と同じ口座です。変更がある場合は下記担当までご連絡ください。

書類

番号 12



【ご報告にあたって】 

※ 同封のはがきには、以下の内容を印刷しています。  

 

報告書（はがき）イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※印刷部数のご報告にあたっては、同封のはがきにご記入の上、 

２月15日必着でポストへ投函していただきますよう、お願いいたします。 

 

 

 



電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（７万円）について【情報提供】 

 

１ 事業の趣旨 

  エネルギー・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい  
住民税非課税世帯に給付金を支給します。 

(1) 対 象 世 帯 
令和５年 12月１日時点で横浜市に住民登録があり、 
世帯全員の令和５年度住民税均等割が非課税となる世帯 

(2) 支 給 額 １世帯あたり ７万円（１回限り） 

(3) 申請受付期間 令和６年 ２月１日から令和６年５月１日まで（必着） 

 

２ 申請手続 

申請手続は、対象世帯の状況により異なります。 
対象世帯の詳細については、別添チラシをご参照ください。 

令
和
５
年
度 

住
民
税
非
課
税
世
帯 

申請手続 対象世帯の状況 該当する主な世帯 

不要 
「支給のお知らせ」が届く

世帯 

前回、横浜市の給付金（３万円）を口座  
振込で受給している世帯 

必要 

「確認書」が届く世帯 
前回、横浜市の給付金（３万円）の対象  
であったが未受給の世帯 

「申請書」の提出が必要な

世帯 

「支給のお知らせ」や「確認書」の対象と 
ならない世帯 

 

３ 本給付金に関するお問合せ 

(1) 横浜市電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金コールセンター 

電話：0120-045-320 FAX：0120-303-464（耳の不自由な方のお問合せ用） 
【９時～19時。土日祝を除く。2月 3日～12日は、土日祝日も実施。】 

英語・中国語・ポルトガル語・韓国語・ベトナム語・ネパール語・スペイン語・タガログ語

に対応。 

(2) 申請サポート窓口 

申請書類の配布や記入支援、制度に関するお問い合わせ対応を行う窓口を    
２月１日(木)から各区役所内に開設します。 

【９時から 17時まで。土日祝を除く。】  

【７万円給付金】横浜市電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金のご案内 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/fukushi-kaigo/R5-7man-kyufu/20231130kyufu7annai.html 
 

４ お願いしたいこと 

【区連長】ご承知おきください。 
【地区連長】地区連合定例会等で単位会長の皆様に情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

地域の方からご相談がありましたら、コールセンターや各区の申請サポート 
窓口をご案内ください。 

 
 
 
 

健康福祉局総務課臨時特別給付金担当 

担当 針替、不破野 

電話 045-671-4754 /FAX 045-664-4739 

 

区連会１月定例会説明資料 

令 和 ６ 年 １ 月 1 9 日 

健 康 福 祉 局 総 務 課 

書類

番号 
14 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/fukushi-kaigo/R5-7man-kyufu/20231130kyufu7annai.html




横浜市
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
（7万円）のご案内

令和5年12月1日時点で横浜市に住民登録があり
世帯全員の令和5年度※住民税均等割が非課税の世帯

「申請書」の提出が必要な世帯
「確認書」が届く世帯

※令和4年1月1日から令和4年12月31日の間に得た収入が対象

支給対象と申請の手続き支給対象と申請の手続き

横浜市_補正予算_非課税世帯給付金（7万円）_制度概要チラシ（日本語）2023 A4両面_ブルー　オモテBL
10270

給付金の支給額 7万円（１世帯あたり）

支給対象となる世帯 非課税世帯

横浜市 緊急支援 給付金 検索
特設ページ

・同居・別居を問わず、親（課税者）に扶養されている一人暮らしの学生
・同居・別居を問わず、子ども（課税者）に扶養されている方の世帯
・別住所にて単身赴任している夫（課税者）に扶養されている妻と子のみの世帯

対象外
世帯の例

手続きが
必要な世帯

手続きが
不要な世帯 「支給のお知らせ」が届く世帯

詳しくは裏面へ詳しくは裏面へ

「申請書」「確認書」の申請期限 令和6年5月1日（水）（必着）

住民税が課税されている方の扶養親族のみで構成されている世帯は支給対象外です。



給付金の申請手続き給付金の申請手続き

「確認書」が届く主な世帯

「申請書」の提出が必要な主な世帯

「支給のお知らせ」が届く主な世帯

記載内容に変更がない場合、手続きは不要です。
支給のお知らせに記載の口座に給付金を振込みます。

お問合せ
横浜市
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
コールセンター

0120ｰ045ｰ320
受付時間：9：00～19：00 ※土日祝を除く

FAX番号：0120-303-464
（耳の不自由な方のお問合せ用FAXです）

※受付日時は変更することがあります。

必要事項を記入し、添付書類と一緒に、
専用の返信用封筒で返信してください。

●令和5年度に緊急支援給付金（3万円）の受給対象者で、横浜市から受給しなかった世帯
　かつ世帯全員が令和5年1月1日以前から横浜市に住民登録がある世帯
●令和5年度に緊急支援給付金（3万円）を金融機関の口座以外で横浜市から受給した世帯

●令和5年度に緊急支援給付金（3万円）を金融機関の口座で横浜市から受給した世帯

※上記は主な世帯を記載していますので、詳細はウェブページをご確認ください。

●令和５年度非課税相当であっても、市民税・県民税の申告を行っていない方がいる世帯
●税申告の修正手続きにより令和5年度住民税均等割が非課税になった世帯
●世帯の中に令和５年１月２日から12月1日までに市外から転入した方がいる世帯
●令和５年12月1日までに扶養者と離婚、または死別などにより、被扶養者だけが残った世帯

横浜市ウェブサイトからダウンロード、または区役所で
申請書を受け取り、必要書類と一緒に郵送で提出してください。

手続きが必要な世帯

手続きが不要な世帯

横浜市_補正予算_非課税世帯給付金（7万円）_制度概要チラシ（日本語）2023 A4両面_ブルー　ウラBL
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申請サポート窓口(各区役所)
各区役所に、申請手続きをサポートする窓口を
設置しております。
受付期間：2/1（木）～5/1（水）
月～金曜日：９:00～17:00
※12:00～13:00（基本）を除く。



ヨコハマ プラ 5
ご

.3
み

計画の策定について【情報提供】 

 
１ 趣旨 

  日頃より、ごみの分別をはじめ、３Ｒの取組にご協力をいただきありがとうございます。 

昨年の 10月から 11月に実施しました計画素案に対するパブリックコメント等を踏まえ、

新たなごみ処理計画「ヨコハマ プラ 5.3（ごみ）計画」を策定しました。 

本計画のもと、プラスチックごみの削減を重点的に進めるとともに、３Ｒや安定的なごみ

処理に取り組んでまいりますので、ご協力をお願いいたします。 
 

２ お願いしたいこと 

【区連長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で単位会長の皆様に情報提供をお願いします。 

【単位会長】脱炭素社会の実現やＳＤＧｓの達成に向けて、プラスチック対策や食品ロスの

削減をはじめとした資源循環の取組の推進に、引き続き、ご協力をお願いいた

します。 

 

３ 計画の概要 

(1) 計画期間 

2023(令和５)～2030（令和 12）年度 

(2) 目標 

燃やすごみに含まれるプラスチックごみの量を２万トン削減 

(3) 計画名称に込めたメッセージ 

目標達成には、市民１人あたり年間 5.3kgのプラスチックごみを削減

する必要があります。「5.3」は「ごみ」と読むことができ、市民・事業

者・行政がプラスチックごみ削減に向けて協働し、将来世代に良好な環

境を引き継いでいくというメッセージを込め、「ヨコハマ プラ 5.3計

画」としました。 
 
４ その他 

広報よこはま２月号（市版）への記事掲載など、今後市民の皆様への広報・ 

周知を行ってまいります。 

計画冊子・概要リーフレットのデータについては、市ウェブページに掲載 

しております（右の二次元コードよりアクセス）。また、計画の概要リーフ 

レットについては、２月下旬より配布を予定しております。 

 
 
 

区連会 1 月定例会説明資料 
令 和 6 年 1 月 1 9 日 
資 源 循 環 局 政 策 調 整 課 

資源循環局政策調整課 
担当 今井、木村（貴） 
電話045-671-2503 /FAX 045-550-4239 
メール sj-seisaku@city.yokohama.jp 

計画のロゴマーク 

計画の冊子・リーフレットデータは
こちら 





南区地域活動発表会 
日時：令和６年２月２２日（木）１３：３０～１５：４０（１３時開場） 

会場：みなみん（南公会堂） 南区浦舟町２－３３ 

南中学校防災キャンプ実行委員会 /合気道楽習会 /アントレ健幸華齢プロジェクト /久良岐太鼓

蒔田地区社会福祉協議会 /北永田地区社会福祉協議会 

申込方法  （締切：2/13） 
右記の申込フォームまたはメール、電話、FAX 

メール、電話、FAXによるお申込みは①～④をご連絡ください。

①令和５年度南区地域活動発表会 ②代表者氏名

③代表者電話番号 ④参加申込人数

※定員300名 お申込後、ご連絡は致しません。そのまま当日会場へお越しください。

※個人情報は本発表会の運営のみに使用します。

申込・問合せ先 

南区役所地域振興課 電話 ０４５－３４１－１２３９  FAX ０４５—３４１-１２４０ 

  mail  mn-chiikiryoku@city.yokohama.jp 

南区福祉保健課（電話 ０４５－３４１－１１８３） 南区社会福祉協議会（電話 ０４５－２６０－２５１０） 

▲申込フォームでの

お申し込みはこちら 

＼ 観覧者募集 ／ 
地元で何か活動してみたい方 

すでに活動をされている方 

新たなヒントが見つかるかも！ 令和５年度 地域の力応援部長

「キラリン」 

南区社会福祉協議会マスコット

キャラクター「トモニー」

防災キャンプ 合気道 和太鼓教室 

歌声サロン 子ども食堂 
ほか地区社協の取組 

 当日来場も可能！ 

ぜひお越しください！ 

南区区連会承認第50号
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